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出所： The Global Slavery Index 2018に基づき作成

現代奴隷が関与した産品輸入額

G20諸国中

日本は世界第2位
（470億ドル）

産品の例

電子機器 衣類

魚

カカオ

木材

現代奴隷（児童労働を含む強制労働など）

が生産に関与した産品の輸入額（2018）
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フェアトレード製品
（人権・環境配慮
＋途上国支援）

オーガニック製品

環境配慮・
生物多様性配慮

製品

レインフォレスト・
アライアンス認証

FSC認証 RSPO認証 MSC認証

GOTS

（オーガニックコットン）認証
エコサート
認証

国際フェアトレード認証 WFTO認証

認証なし

有機JAS
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https://www.fairtrade.net/library/2019-2020-annual-report


経済

社会環境
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✓

https://www.fairtrade.net/standard/minimum-price-info


※ FLOCERT・FLJともに、Fairtrade Internationalが設定する国際基準に基づき監査・認証を実施
※ 海外からフェアトレード認証された最終製品を輸入・販売する事業者は、フェアトレード・ラベル・ジャパンへの登録が必要です

生産国 消費国

認証機関FLOCERTが
監査・認証を実施

フェアトレード・ラベル・ジャパン（FLJ）が
監査・認証を実施

生産者
（組織）

輸出入業者
（商社等）

卸売業者
（卸売企業等）

販売業者
（小売店等）

国

機能

主体

原料が完成品に至る商流に関わる全ての法人が認証を取得

生産 輸入 卸 製造 販売 消費

認証ラベル
によりフェア
トレード認証
製品が一目
で分かる

✓児童労働の禁止
✓環境保護

等

✓最低価格保証
✓プレミアム支払い

等

✓FT認証原料とその他の
原料を混合しない

等

製造業者
（メーカー等）

✓FT認証原料とその他の
原料を混合しない

✓FT認証原料含有率 等

主な
認証基準

ISO17065(製品認証機関の認定基準)に則した監査・認証制度



フェアトレード最低価格
： 2400USD/MT

プレミアム
： 240USD/MT

＋

フェアトレード価格

ニューヨーク市場価格

有機認証の場合の上乗せ
： 300USD/MT

＋
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https://www.fairtrade.net/library






http://www.aeon.info/


◼

日本経済新聞
（2020年3月9日朝刊）

日本経済新聞
（2020年6月18日夕刊）

◼

年 月外務省が「『ビジネスと人権』
に関する行動計画」を発表



例 ： 「サステイナブルファッション」ウォッシング？

◼持続可能性を謳ったコレクションが、ノルウェー消費
者庁より「根拠が不充分」と問題視される（2019年）

➢ 大手アパレルは、オーガニックコットン、リサイク
ル繊維等を使用した「Conscious」コレクションを
発表し、サステイナビリティを前面に訴求

➢ ノルウェー消費者庁は「どのように『持続可能』な
のか明確な情報が不足している」として、違法な
マーケティングの疑いを指摘

出所：SEVENTIE TWO、HYPEBEAST等の情報発信を基にOwls作成

➢



◼ MARS

2020年までに調達するカカオ100%をサステナブルな認証カカオへ

◼ FERRERO

2020年までに調達カカオを全量サステナブル認証カカオへ

◼ ドイツのチョコレートメーカー RIEGELEIN（リゲライン）
既存のフェアトレード認証製品に加え、自社ブランド製品カカオを全量フェアトレード認証

へ

◼ ドイツの流通大手各社 LIDL、REWE 等

◼ イギリス、イタリア、スイス等 COOP
自社ブランド製品すべての使用カカオをフェアトレード認証へ

22
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世界市場 約85億ユーロ （約1兆742億円）

イギリス 約2,550億円 -日本の21倍以上

ドイツ 約1,680億円 -日本の14倍以上

2017年 各国フェアトレード認証製品推定市場規模（ユーロ）

データ出典：https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf

https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf


http://www.aeon.info/


データ出典：https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf

オーストラリア

https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf


日本の主要カカオ豆国別輸入量

フェアトレード認証カカオ 販売量（日本国内）

フェアトレード認証カカオ 販売量（世界全体）

フェアトレード認証カカオ 生産量（世界全体）

フェアトレード認証カカオ生産量と販売量（単位：トン）



フェアトレードの認知が十分でない
✓ 複数組織の連携によるマスプロモーション
✓ フェアトレード啓発／分かりやすいプロモーション

商品を見かけない／入手場所が不明
✓取り扱い店舗の拡大、店舗情報の集約化
✓商品POP設置などによる見える化
✓売れる棚位置への陳列の提案

商品デザイン向上やラインナップの
増加、「経験価値」を求める声
✓ エシカル関心層に響く商品づくり
（デザイン/品質/ラインナップ、
既存売れ筋商品のフェアトレード化）

✓ フェアトレードの「経験価値」向上

購入機会が限定的
✓ 購入機会の多様化
社員食堂、給食・大学生協、レストラン、
ブライダル、スポーツ/アウトドア、
ギフト（お歳暮/プレゼント用商品等）、
エンタメ/スポーツ（グッズ）など

Awareness
知らない

Interest
興味がない

Desire
欲しいと
思っていない

Memory
覚えていない

Action
購入機会がない



各認証ラベルの認知度（2020年）
※マークを見たことがあるだけではなく、マークの名前や意味を知っている割合

一般社団法人日本サステナブル・ラベル協会（2020）「国際認証ラベルに関する調査」をもとにフェアトレード・ラベル・ジャパン作成
※調査対象者全体に占める「マークの名前を知っている／名前だけでなく内容も知っている／他人に説明できるくらい詳しく知っている」人の割合

国際フェアトレード認証ラベルの認知度は

他の多くの認証と比較して高い
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100万アクション達成！！

目的
◼フェアトレード/フェアトレード認証
の認知拡大による購買促進

ターゲッ
ト

◼フェアトレードを知らない・興味を
持っていない20-40代男女

期間 ◼ 2021年5月1日～5月31日

企画名 ◼フェアトレードミリオンアクション
キャンペーン

主催 ◼フェアトレード・ラベル・ジャパン





◼ 全国各地で共通ビジュアルのPOPを展開 ◼ 全国各地で40件以上のイベントを実施

◼ 多数のメディアに露出
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フェアトレードの知名度（2019年）

フェアトレードの知名度は

10代で約8割に上る

➢
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2011年

熊本市

2015年

名古屋
市

2016年

逗子市

2017年

浜松市

2019年

札幌市/
三重県
いなべ市
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